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・新型コロナウイルス感染症に関する大切なお知らせ
・能美市成人式～ご成人おめでとうございます～
・税の申告をお忘れなく

主
な
内
容

鬼は外、福は内！

コロナに負けない！
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主な行事の中止・延期・規模縮小について

引き続き感染防止対策にご協力をお願いします

新型コロナウイルス感染症
に関する大切なお知らせ

発熱などのかぜ症状が
ある場合は、仕事や学
校を休み、外出は控え
ましょう。

濃厚接触者と判断された場合は、保健所の指示に
従ってください。

咳などの症状がある方は
咳エチケットを
行ってください。

濃厚接触者は感染している可能性があることから、感染
した方と接触した後14日間は健康状態に注意を払い（健
康観察）、不要不急の外出は控えてください。

発熱などのかぜ症状が見られたら、
毎日、体温測定し、
記録しておきまし
ょう。

▶問い合わせ　まなび文化課（☎ 58‐2272 FAX 55‐8555）

▶問い合わせ
　根上総合文化会館（☎ 55‐8550 FAX 55‐8555）

　アジア選手権のみ中止します。全日本・学生・高校
生・中学生の部は実施予定です。
▶問い合わせ
　スポーツ振興課（☎ 58‐2273 FAX 55‐8555）

タント演劇学校
第 22回公演「オクラバン！」延期

第 45回全日本競歩能美大会規模縮小まなびフェスタ 2021中止

日頃から、市民の皆さま、事業者の皆さまには、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向け、ご理
解とご協力をいただき、厚く御礼を申し上げます。
　昨年末から、能美市内においても新型コロナウイルスの感染事例が数多く確認され、また石川県から
感染拡大警報が発出されるなど、大変厳しい事態となっております。この局面を乗り切るために、今一
度、市民一丸となって、命・暮らしを守るための行動が求められております。特に重症化しやすい高齢
者の皆さまには、マスクの着用・手洗い・手指消毒の徹底、３密を回避するなど、感染防止対策の更な
る強化をお願い致します。
　また、感染された市民への誹謗中傷や風評被害につながる言動にも、ご配慮願います。
　これからも、新型コロナウイルス感染症の 1日も早い終息に向けて、引き続き「感染しない、広げな
い」という自覚をお持ちいただき、感染拡大防止に、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

令和３年２月　能美市長　井出 敏朗

市長からのメッセージ

熱や咳がある

どこに相談・受診したらよいの？

濃厚接触者と言われたら

　新型コロナウイルス感染者から、ウイルスがうつる可能性がある期間に接触のあった方々について、
関係性、接触の程度などについて、保健所が調査を行い、個別に濃厚接触者に該当するか判断します。

発熱などの症状がある方は、まずは
かかりつけ医などの身近な医療機関に
電話で相談してください。相談する医
療機関に迷う場合には、「石川県発熱患
者等受診相談センター」に電話で相談
してください。

発熱患者などの相談・受診の流れ

発熱患者など

石川県発熱患者等
診療・検査医療機関

かかりつけ医などを受診

診察の結果、
コロナの検査が必要

検査できない
医療機関

検査可能な
医療機関

（集合契約医療機関など）

石川県発熱患者等
受診相談センター
（コールセンター）

※看護師などが対応

石川県発熱患者等受診相談センター

☎ 0120‐540‐004（フリーダイヤル）
土日祝含めて 24 時間対応

電話相談
相談する医療機関に迷う場合

案内

案内

●「ゼロ密」を目指しましょう。屋外でも、密集・密接には、要注意！

「密閉」「密集」「密接」しない！
他の人と

十分な距離を取る！
（２メートル以上）

窓やドアを開け
こまめに換気を！

電車やエレベーターでは
会話を慎みましょう！

会話をするときは
マスクをつけましょう！

５分間以上の会話は
１回の咳と同じ

屋外でも密集するような
運動は避けましょう！

少人数の散歩や
ジョギングなどは大丈夫

飲食店でも距離を取りましょう！
・多人数での会食は避ける
・隣と一つ飛ばしに座る
・互い違いに座る

こんなときは・・・

掲載内容は１月 22 日（金）現在のものです。最新の情報については市ホームページをご覧ください。



能美市成人式
　１月 10日、令和３年能美市成人式が辰口福祉会館、寺井地区公民
館、根上総合文化会館で行われ、新成人 600人の新たな門出を祝福
しました。今年は新型コロナウイルス感染症対策のため、３会場に分
かれて開催したほか、マスクの着用や検温、ソーシャルディスタンス
を確保した席の配置など、感染防止対策を講じた上での成人式となり
ましたが、晴れ着に身を包んだ新成人が、友人との再開を喜ぶ様子は、
例年と変わらず活気にあふれていました。

Hot
news
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能美市のＳＤＧｓの取り組みを紹介するコーナー

　「暮らしやすさを日本一、実感できるまち」を目指すＳＤＧｓの取り組みの一つである、　「のみ地域力強化支援ファ
ンド」は、「互助活動」が将来に渡って持続し、広がるための資金支援の事業です。この度、本事業において、移送支
援や移動販売、子ども食堂等を行う４団体が採択されましたので、ご紹介します！

のみ地域力強化支援ファンド採択式および活動計画報告会を行いました！
　12 月 15 日、市役所で採択式が行われ、ふるさと振興公社中嶋敏一理
事長から４団体へ交付決定通知書が渡されました。また同日、活動計画
の報告会が行われました。
　井出市長は４団体に対し「ＳＤＧｓの中核事業であり、皆さんと一緒
に地域共生社会を実現していきたい。また活動を多くの方に知ってもら
い、支え合い・助け合いの輪が広がるように応援したい」とエールを送
りました。

「移動販売で育む支え合いの地域創出」
里山地域の鍋谷町他８町と２施設（亀

齢荘・社会福祉協議会）を対象に月２
回生鮮三品（肉・魚・野菜）を中心と
した生活必需品の移動販売を行ってい
ます。買い物が困難な方々が、車がな
くても安心して暮らせる仕組みづくり
に取り組みます。販売者と利用者、支援者と弱者という
枠をとびこえ『ふれあい』『つながり』を大切にしなが
ら、地域福祉の向上、高齢者の孤立防止、生きがいづく
り、地域の自助、共助力を高めていき、過疎化せずに住
み続けられる地域づくりを目指しています。

　☎ 57‐3711 FAX 57‐3712
（まるきた内　北野ゆかり）　９時 30 分～ 19 時（水曜日お休み）

「買い物支援活動」
　松が岡に住む、体力に自信のない方、
運転免許証自主返納者の方に介添者が
同行し、週１回買い物支援を行い、車
がなくても安心して暮らせる地域づく
りに取り組んでいます。
　買い物に出かける事で、いきいきと
した日常生活を送ることができると考えています。生活
リズムの定着や、利用時に出会う人（利用者同士・介添
者・運転手）との会話で前向きになり、健康維持や認知
症予防につながります。また、高齢者の運転免許証の自
主返納を促す効果も期待できます。

　☎ 51‐5285（田村 重雄）

「買い物送迎支援」
　粟生町公民館を拠点に週１回、買い
物送迎支援を行っています。
　車がなくても安心して暮らせる仕組
みづくりに取り組むことで、買い物弱
者の救済や、お出かけをおっくうに感
じている方の出かけるきっかけをつく
り、住みよい町づくりにつなげていきます。
　そして、お互いの相手を思いやり、助け合いをつなぐ
平和がリンクする地域の実現を通して、活動の輪が広が
っていくことを目指しています。

　☎ FAX 57‐1307（粟生公民館）
　　　　　　　   平日　９時～ 12 時

「たまり場カフェ・世代間交流の拠点」
　オアシスつるしん（旧鶴来信用金庫
緑が丘支店跡）で、子どもや、高齢者
だけの世帯に夕食を提供する「子ども
食堂」や、誰でも気軽に利用できる「た
まり場カフェ」で朝食を提供し、子ど
もも大人も限定しない色とりどりのつ
ながりの場づくりを行います。楽しく語らいながら食事
ができるコミュニケーション醸成の場を提供し、子ども
からお年寄りまで、顔見知りをどんどん増やして、明る
く元気で安全な地域づくりを目指します。

　☎ FAX 51‐0004（緑が丘会館）
　　　　　　　   ９時～ 15 時（火・水曜日お休み）

代表
池田 秀一 さん

代表
北野 ゆかりさん

買い物支援担当
田村 重雄 さん

代表
重田 勝年 さん

問 /市長戦略室（☎ 58‐2204  FAX 58‐2291）



まちづくり・市民の活躍
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廣
田
豊
春
氏
が
紺
綬
褒
章
を
受
章

廣田豊春さん（中央）、ご子息の廣田孝司さん（左）と
井出市長

公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
附
し
た
方

に
贈
ら
れ
る
紺
綬
褒
章
を
廣
田
豊
春
さ

ん
（
五
間
堂
町
）
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
イ
・
ミ
ル
ク
北
陸
株
式
会
社
の
取

締
役
会
長
で
も
あ
る
廣
田
豊
春
さ
ん
は

12
月
23
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
井
出
市

長
か
ら
紺
綬
褒
章
受
章
を
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

廣
田
さ
ん
は
令
和
元
年
10
月
に
、
近

代
九
谷
の
名
工
で
あ
る
笠
間
竹
雪
作
の

『
色
絵
牡
丹
に
孔
雀
図
花
瓶
』
を
能
美

市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
田
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
。
た
く
さ
ん
の
方

に
作
品
を
観
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

元
気
で
や
ろ
う
会
が
知
事
表
彰

　

市
内
で
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
を
し
て

い
る
「
元
気
で
や
ろ
う
会
」
が
10
月
27

日
、
石
川
県
社
会
福
祉
功
労
者
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
元
気
で
や
ろ
う
会
」
は
、
辰
口
地
区

の
公
園
や
空
き
家
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
の
敷
地
内
の
草
刈
り
・
剪
定
を
主

な
活
動
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
収
集
・
分
別
に
も
協
力
す

る
な
ど
、
環
境
整
備
を
中
心
と
し
た
地

域
貢
献
を
積
極
的
に
行

て
い
ま
す
。

　

寄
附
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
現
在
、

市
九
谷
焼
美
術
館

五
彩
館

の
紺
青

の
間
に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
、
寺
井
中
学

校
同
窓
会
か
ら
寺
井
中
学
校

創
立
70
周
年
記
念
と
し
て
、

壁
掛
け
式
プ
ロ
ジ

ク
タ

等
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
を
受
け
1
月
7

日
に
行
わ
れ
た
感
謝
状
贈
呈

式
で
は
、
井
出
市
長
か
ら
寺

井
中
学
校
同
窓
会
代
表
の
朝

倉
康
栄
さ
ん
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

寺
井
中
学
校
同
窓
会
、武
腰
一
憲
さ
ん
、

髙
田
忠
則
さ
ん
へ
感
謝
状
を
贈
呈

　

い
た
だ
い
た
壁
掛
け
式

プ
ロ
ジ

ク
タ

は
寺
井

中
学
校
の
授
業
な
ど
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
1
月
8
日
に
は

同
じ
く
寺
井
中
学
校
創
立

70
周
年
記
念
と
し
て
、
九

谷
焼
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

い
た
、
武
腰
さ
ん
、
髙
田

さ
ん
に
も
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

左
か
ら
、
前
田
さ
ん
、
浅
井
さ
ん
、

朝
倉
さ
ん
、
井
出
市
長
、
東
森
さ
ん

左
か
ら
、
井
出
市
長
、
武
腰
さ
ん

採択の報告をするのみ商業協同組合の皆さん。
ホームページは「のみ商業」で検索してください。

の
み
商
業
協
同
組
合
が
新
ホ

ム
ペ

ジ
を
開
設

　

の
み
商
業
協
同
組
合
の
企
画
し
た
、
地
元
商

店
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
地
域
を
深
く
知

て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
が
、
地
元
や
商

店
街
等
の
良
さ
を
再
認
識
す
る
き

か
け
に
な

る
と
し
て
、
国
の
支
援
事
業
「GoTo

商
店
街
」

の
採
択
を
受
け
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に

伴
う
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
、「
チ
ラ

シ
に
よ
る
地
域
ク
イ
ズ
」
事
業
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
加
盟
店
舗
の
情
報
を
発
信
す
る
ホ

ム
ペ

ジ
を
新
た
に
開
設
し
て
地
元
商
店
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

関さん（左）とご家族と井出市長

祝
百
寿　

関
さ
ん　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1
月
1
日
、
関
捨
吉
さ
ん（
浜
開
発
町
）
が

め
で
た
く
100
歳
を
迎
え
ら
れ
、
井
出
市
長
か
ら

お
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
自
営
の
鉄
工
所
で
仕
事
を
続
け
て

い
る
関
さ
ん
。
職
場
内
を
自
由
に
歩
か
れ
て
い

ま
す
。
好
物
は
赤
飯
や
餅
で
、
何
で
も
好
き
嫌

い
な
く
召
し
上
が
る
そ
う
で
す
。
長
生
き
の
秘

訣
は
「
自
由
き
ま
ま
に
過
ご
す
こ
と
」
と
話
さ

れ
、
井
出
市
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
る
と
に
こ
や
か
に
笑

て
お
い
で
ま
し
た
。

九
谷
焼
と
コ

ヒ

を
販

売
し
て
い
る
別
所
商
店
の
店
主

別
所
裕
介
さ
ん
が
1
月
7
日
、

市
役
所
を
訪
れ
、
新
商
品
「
九

谷
珈
琲
」
の
完
成
を
報
告
し
ま

し
た
。

九
谷
焼
を
広
く
知

て
い
た

だ
く
た
め
に
製
造
さ
れ
た
独
自

ブ
レ
ン
ド
の
ド
リ

プ
コ

ヒ

で
、
５
種
類
の
パ

ケ

ジ

に
は
、
能
美
市
が
公
開
し
て
い
る

「
九
谷
焼
オ

プ
ン
デ

タ
」
の

絵
柄
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
す

べ
て
が
市
九
谷
焼
美
術
館

五

彩
館

の
収
蔵
品
の
絵
柄
で
す
。

　

井
出
市
長
は
「
自
宅
で
コ

ヒ

を
飲
む
人
が
増
え
て
い
る

今
の
時
代
に
、
手
土
産
と
し
て

も

て
こ
い
の
商
品
だ
」
と
エ

ル
を
送
り
ま
し
た
。

別所さん（左）と井出市長。「九谷珈琲」は、市九谷焼
美術館｜五彩館｜等で販売しています。

別
所
商
店　
「
九
谷
珈
琲
」
完
成
を
報
告

12
月
12
日
か
ら
20
日
ま
で
、
能
美
ふ
る
さ
と
ミ

ジ
ア
ム
で
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
企
画
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
と
ら
え
た
各
国
際
交
流

団
体
の
活
動
内
容
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ

か
、
市
民
の
イ
ン
タ
ビ

動
画
放
映
や
世
界
の

珍
し
い
民
芸
品
・
雑
貨
販
売
も
行
わ
れ
、
会
場
の

雰
囲
気
か
ら
も
国
際
色
や
異
文
化
を
感
じ
ら
れ
る

場
と
な
り
ま
し
た
。
足
を
と
め
て
一
つ
一
つ
の
展

示
を
じ

く
り
眺
め
る
方
が
多
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

多
様
性
に
つ
い
て
関
心
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

知

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
際
交
流
ひ
ろ
ば
を
開
催

１展示の様子
２民芸品や雑貨
を販売しました

１

２
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生田会長（左から２番目）へ表彰状が手渡され
ました。

訪問の様子

パネルは正面玄関北側壁面に掲示しています。

　

市
内
企
業
の
研
究
と
キ

リ
ア
形
成
の
機
会

提
供
と
し
て
、金
沢
学
院
大
学
生
を
対
象
に
「
第

４
回#Know

M
e

能
美
ツ
ア

 for 

金
沢
学
院

大
学
　

能
美
の
企
業
の
魅
力
、
発
見
ツ
ア

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

11
月
27
日
に
経
営
情
報
学
部
の
佐
藤
淳
教
授

の
ゼ
ミ
生
12
名
が
㈱
中
東
を
訪
問
し
ま
し
た
。

担
当
者
か
ら
、
同
社
で
製
造
さ
れ
て
い
る
集
成

材
の
種
類
、
製
法
、
施
工
事
例
の
説
明
を
受
け

た
後
、
実
際
の
製
造
現
場
を
見
学
し
、
技
術
力

や
労
働
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

新
年
の
幕
開
け
に
合
わ
せ
、
市
役
所
の
正
面
玄

関
の
パ
ネ
ル
を
更
新
し
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
毎

年
、「
夢
」
を
テ

マ
に
パ
ネ
ル
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
、
希
望
に
満
ち
た
１
年
に
な
る
こ
と
を

願

て
、
２
０
２
１
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ

ン
ピ

ク
代
表
に
内
定
し
て
い
る
鈴
木
雄
介
選
手

と
平
田
し
お
り
選
手
、
聖
火
ラ
ン
ナ

の
皆
さ
ん

を
モ
デ
ル
に
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
へ
お
越
し
の
際

は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

金
沢
学
院
大
学「
第
４
回
企
業
訪
問
ツ
ア

」開
催

市
役
所
正
面
玄
関
の
パ
ネ
ル
を
更
新

　

寺
井
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
が
社

会
福
祉
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

12
月
23
日
に
市
役
所
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

井
出
市
長
か
ら
寺
井
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
会
長
生
田
絹
代
さ
ん
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
要
支
援
者
の
見
守
り
活
動
の

ほ
か
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
誕
生
日
祝
い

や
新
生
児
誕
生
祝
い
の
訪
問
、
児
童
の
登
下
校

時
の
あ
い
さ
つ
運
動
や
見
守
り
活
動
な
ど
、
幅

広
く
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

歳
末
助
け
合
い
入
札
展

12
月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
、寺
井
地
区
公
民
館
で
、

第
57
回
歳
末
助
け
合
い
入
札
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
著
名
作
家
の
九
谷
焼
を
は
じ
め
、
皿

な
ど
の
日
用
品
、
書
や
絵
画
な
ど
２
２
２
点
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
25
日
に
は
寄
付
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

益
金
に
市
商
工
会
の
寄
付
金
20
万
5
千
円
を
加
え

た
１
５
２
万
8
２
６
０
円
が
、
主
催
者
代
表
で
市

美
術
作
家
協
会
の
山
岸
大
成
理
事
長
か
ら
井
出
市

長
を
経
て
、
市
共
同
募
金
委
員
会
の
田
上
好
道
会

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

田上会長（中央）へ益金が手渡されました。

和
佐
谷
橋
は
、
能
美
市
と
白
山
市
を
結
ぶ
人

道
橋
で
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の

大
規
模
改
修
工
事
を
平
成
29
年
度
に
着
手
し
、

一
昨
年
9
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

12
月
25
日
、
地
元
関
係
者
が
参
加
し
、
橋
の

歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
、
橋
名
板
取
り

付
け
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

橋
名
板
は
、
串
田
遥
規
君
（
小
学
５
年
）、

川
邊
翔
君
（
小
学
４
年
）、
谷
本
大
悟
君
（
小

学
３
年
）
の
３
人
が
毛
筆
で
書
き
下
ろ
し
た
も

の
を
元
に
作
成
し
、
生
ま
れ
変
わ

た
和
佐
谷

橋
に
取
り
付
け
、
新
た
な
ス
タ

ト
を
祝
い
ま

し
た
。

和
佐
谷
橋
で

橋
名
板
取
り
付
け
式

除
幕
を
行
い
ま
し
た

取
り
付
け
た
橋
名
板

能
美
市
消
防
団
出
初
式
を
開
催
し
ま
し
た

式典の様子

消防用設備等の点検をする女性団員

１
月
９
日
、
本
年
が
火
災
の
な
い
１

年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
新
春
恒
例
の

「
能
美
市
消
防
団
出
初
式
」
を
能
美
市
防

災
セ
ン
タ

で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
状

表
彰
者
（
敬
称
略
）

□
石
川
県
定
例
消
防
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章

山
本
　

武
（
辰
口
分
団
）

西
田
　

雄
峰
（
寺
井
分
団
）

古
田
　

裕
（
寺
井
分
団
）

岡
嶋
　

泰
宏
（
寺
井
分
団
）

□
能
美
市
消
防
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章

加
藤
　

拓
二
（
寺
井
分
団
）

田
中
　

秀
和
（
根
上
分
団
）

北
浦
　

康
裕
（
寺
井
分
団
）

精
勤
章

古
西
　

圭
祐
（
根
上
分
団
）

上
木
　

孝
司
（
辰
口
分
団
）

○消防団員を募集しています
　消防団員は普段は仕事を持ちながら
も「自らの地域は自らが守る」という
精神に基づき、災害発生時や訓練時に
は自宅もしくは職場等から出動して活
動します。あなたも消防団員として、
まちの防災の担い手になりませんか。
　詳しくは消防本部までお問い合わせ
ください。
問／消防本部庶務課
（☎ 58‐4119 FAX 58‐6299）

況
を
鑑
み
規
模
を
縮
小
し
、
人
数
制
限

を
行
い
、
ま
た
服
務
規
律
点
検
・
初
放

水
を
中
止
と
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
団

員
ら
は
、
消
防
団
と
し
て
の
職
務
遂
行

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

能
美
の
女
組
が
年
末
防
火
査
察
を
実
施

12
月
26
日
、
能
美
市
消
防
団
女
性
分

団
「
能
美
の
女
組
」
が
、
ゲ
ン
キ

佐

野
泉
台
店
、
ゲ
ン
キ

寺
井
南
店
の
市

内
２
店
舗
で
、
年
末
防
火
査
察
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
年
末
年
始
等
、
人
の
出
入

り
が
増
え
る
時
期
に
な
る
前
に
、
市
内

店
舗
の
防
火
設
備
や
避
難
経
路
等
、
防

火
管
理
状
況
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

か
を
点
検
す
る
も
の
で
す
。

　

女
性
分
団
は
昨
年
10
月
に
発
足
し
、

防
火
査
察
を
行
う
の
は
初
め
て
で
す
。

　

今
回
参
加
し
た
５
名
の
女
性
団
員

は
、
実
際
に
消
防
本
部
職
員
か
ら
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
消
防
用
設
備
等
を
点

検
し
ま
し
た
。
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令和３年１月１日現在、能美市内に住所があり、次の項目に該当する人
※確定申告をした場合は、市民税・県民税の申告は不要です。

・住宅ローン控除など住宅に関する特別控除を受ける人
・土地や建物を売った人
・株の売買や先物取引の申告をする人
・青色申告をする人
・収支内訳書の書き方の相談をしたい人
・災害などで雑損控除を受ける人
・国外居住親族に係る扶養控除を受ける人
・亡くなった人の確定申告をする人
・山林所得がある人　　　　　　　　　　　　　など

　公的年金等の収入金額が400万円以下であり、かつ、
その年中の公的年金等にかかる雑所得以外の所得金
額の合計額が 20 万円以下である場合には、所得税の
確定申告は必要ありません。
　ただし、年金の源泉徴収票に記載されているもの
のほかに、控除できるものがあれば、所得税の還付
申告をすることができます。

くらしに関する情報をお知らせします

　確定申告や市民税・県民税の申告を行わないと、次のサービスを適正に受けら
れない場合があります。
国民健康保険税の軽減／後期高齢者医療保険料の軽減／介護保険料の算定／保育
料の算定／児童扶養手当の給付／市営住宅の入居手続き／各種証明書の発行など

▶ 令和２年１月から令和２年 12 月までの期間で事業所得（農業・営業等）や不動産所得がある人
▶ サラリーマンで次のいずれかに該当する人
・給与の収入金額が 2,000 万円を超える人
・給与所得や退職所得以外の所得金額の合計額が 20 万円を超える人
・２か所以上から給与の支払いを受け、主たる給与以外の給与の収入金額と各種所得金額の合計額が20万円を超える人

申告期限

3 15 月
税の申告をお忘れなく

問 /税務課（☎ 58‐2206 FAX 58‐2292）

所得税の確定申告が必要な方

市民税・県民税の申告が必要な方

次の人は小松税務署での
申告をお願いします 公的年金を受給している人へ

・給与支払報告書が勤務先から能美市に提出されていない人
・主たる給与所得のほかに 20 万円以下の所得があった人
・雑損控除、医療費控除、社会保険料控除、ひとり親（寡婦）
控除などを受けようとする人
・前年の途中で退職し、再就職していない人
・非上場株式の配当があった人

・国民健康保険の加入者（保険税の軽減を受ける場
合に必要です）
・所得・課税証明書等が必要な人
・どなたの扶養にもなっていない人

防
災
啓
発
映
画
上
映
会
を
行
い
ま
し
た

12
月
13
日
、
平
成
26
年
広
島
土
砂
災
害
や
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
を
題
材
に
、
防
災
へ
の

啓
発
目
的
に
制
作
さ
れ
た
ド
キ

メ
ン
タ
リ

映
画
「
い
つ
か
君
の
花
明
か
り
に
は
」
の

上
映
会
を
能
美
市
防
災
セ
ン
タ

で
行
い
ま

し
た
。
　

　

上
映
後
に
行
わ
れ
た
フ

ル
ム
ト

ク
で

は
、
監
督
の
小
川
光
一
さ
ん
と
、
映
画
の
出

演
者
で
あ
る
防
災
士
の
柳
原
志
保
さ
ん
が
、

映
画
を
通
し
て
伝
え
た
い
想
い
や
自
身
の
体

験
談
を
お
話
し
さ
れ
、
来
場
者
は
真
剣
な
様

子
で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

本映画に込めた想いを語る小川監督自身の被災体験を語る草さん

災
害
伝
承
講
演
会
を
行
い
ま
し
た

12
月
20
日
、
災
害
伝
承
講
演
会
を
能
美
市

防
災
セ
ン
タ

で
行
い
ま
し
た
。

講
師
の
草
貴
子
さ
ん
が
、
東
日
本
大
震
災
災

害
伝
承
語
り
部
と
し
て
、「
私
の
３
・
11
と
明

日
へ
の
備
え
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

草
さ
ん
は
「
災
害
時
に
は
人
間
の
い
ろ
ん

な
面
を
見
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
、

「
10
年
経
つ
と
、
関
心
も
薄
れ
て
く
る
の
で
、

定
期
的
な
防
災
訓
練
が
必
要
で
す
」
と
自
身

の
経
験
を
も
と
に
力
強
く
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
質
疑
応
答
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
九
谷
焼
ソ

プ
デ

ス
ペ
ン
サ

」

山
田
義
明
さ
ん
ら
が
完
成
を
報
告

シ
ル
バ

人
材
セ
ン
タ

会
員
有
志
が

市
内
７
か
所
に
門
松
を
設
置
　

山田さん（中央）、柴田さん（右）と井出市長シルバー人材センター会員有志の皆さんと
井出市長

九
谷
焼
作
家
の
山
田
義
明
さ
ん
、
柴
田
有
希

佳
さ
ん
が
12
月
23
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
新
商

品
「
九
谷
焼
ソ

プ
デ

ス
ペ
ン
サ

」
の
完

成
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

絵
柄
は
全
12
種
類
で
、
ツ
バ
キ
や
ザ
ク
ロ
な

ど
四
季
の
植
物
と
カ
ワ
セ
ミ
や
フ
ク
ロ
ウ
な
ど

の
鳥
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
10
種
類
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
井
出

市
長
は
「
高
級
感
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
。

大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

能
美
市
シ
ル
バ

人
材
セ
ン
タ

会
員
有
志

の
皆
さ
ん
が
、
12
月
25
日
、
門
松
を
市
役
所
前

に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
門
松
は
手
作

り
で
、
数
日
前
か
ら
竹
の
切
り
出
し
な
ど
の
準

備
を
し
て
お
り
、
当
日
は
切
り
出
し
た
竹
と
縁

起
物
の
植
物
を
井
出
市
長
立
ち
合
い
の
も
と
植

え
込
み
設
置
し
ま
し
た
。

　

門
松
は
、
市
役
所
正
面
玄
関
前
を
は
じ
め
、

能
美
ふ
る
さ
と
ミ

ジ
ア
ム
な
ど
市
内
７
か

所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。



・24 時間いつでも利用可能です。
・税務署に行く必要がありません。
・自動計算されるので、計算誤りがありません。
・申告書等を作成途中であっても、データを保存する
ことによりいつでも作業を再開できます。
・一度作成し保存した申告書等のデータは、翌年以降
の申告書等を作成する際に利用できます。

「国税庁ホームページ」へアクセス
国税庁ホームページの「確定申告書等
作成コーナー」（右記QRコード）では、
所得税や消費税の申告書、青色申告決
算書・収支内訳書などを作成すること
ができます。

 申告書の作成
画面の案内に従って金額などを入力するだけで申告書
が作成できます。

e-Tax で送信して提出　
※ e-Tax を利用できるのは、「マイナンバーカード」と
「ＩＣカードリーダライタまたはマイナンバーカード
対応スマホをお持ちの方」または「税務署発行のＩＤ・
パスワードをお持ちの方」です。

　スマートフォンやインターネットによる確定申告が
便利です。また、インターネットで作成した申告書を
印刷し、郵送で申告することも可能です。混雑する会
場にお越しにならなくても手続きができますのでぜひ
ご利用ください。

利用方法

自宅で e-Tax を利用できない人に対し、e-Tax コ

ーナーを設置します。マイナンバーカードをお持ち
ください。確定申告書の入力作成はご自身でお願い
します。
▶ 日時　２月 16 日（火）～３月 15 日（月）
　　　　９時～ 15 時　※土・日・祝日は除く
▶ 場所　市役所本庁舎１階大会議室

１

２

３

確定申告の持ち物について

�
□印鑑（認印可、スタンプ式不可）
□申告者本人の個人番号および身元確認ができる書類（マイナンバーカードなど）
□前年中の収入を明らかにできる書類（給与所得や公的年金等の源泉徴収票（原本）など）
□本人名義の振込口座の分かるもの（還付金が生じる場合）

【社会保険料控除を受ける人】
□国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料、その他の社会保険料などの領収書もしくは納付証明書、国民
年金保険料控除証明書

【生命保険料控除を受ける人】
□生命保険料（一般分・個人年金分・介護医療分）の控除証明書

【地震保険料控除を受ける人】
□地震保険料および旧長期損害保険料の控除証明書

【障害者控除を受ける人】
□障害者手帳（本人または扶養家族に該当する人が障がい者の場合）、市が発行する障害者控除対象者認定書（65 歳以
上で要介護認定を受けている場合）

【医療費控除を受ける人】
□医療費控除の明細書またはセルフメディケーション税制の明細書（明細書は、病院ごと、人ごとにまとめ、それぞれ
の合計額が分かるように作成し、申告してください）、医療費通知（医療費のお知らせ）

【寄附金控除を受ける人】
□受領書、領収書など（イベントチケット寄附金控除の場合：①指定行事証明書（写し）、②払戻請求権放棄証明書（原本））
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・来庁の際はマスクの着用をお願いします。発熱や風邪症状のある方は、来庁をお控えください。
・介助などが必要な方以外は、1人での来庁をお願いします。
・申告会場では、新型コロナウイルス感染症対策を行います。会場内が密にならないよう入場制限を行いますので、会
場外のロビー等でお待ちいただく場合があります。また、定期的に換気を行いますので、暖かい服装でお越しください。
ご来場の際には、ご協力のほどよろしくお願いします。

確定申告の相談について

　年金受給者と給与所得者を対象に、所得税の還付申
告書、確定申告書、市民税・県民税申告書の作成相談
を行います。スムーズな申告手続きを行うために、申
告書に添付する収支内訳書や医療費控除の明細書は、
事前に作成していただきますようお願いします。
　なお、作成した申告書は、その場で提出することが
できます。　

▶受付期間　２月 16 日（火）～３月 15 日（月）
　　　　　　 ※土・日・祝日は除く　９時～ 16 時
▶会場への入場には「入場整理券」が必要です
　入場整理券は確定申告会場で当日配付するほか、国
税庁 LINE 公式アカウントから事前発行もしておりま
す。なお、「入場整理券」の配付状況に応じて、後日
の来場をお願いすることがあります。皆さまのご理解
とご協力をお願いします。

▶その他
　公的年金を受給されている方の確定申告の相談につ
いては２月１日（月）から受け付けます。

　税理士（北陸税理士会小松支部）による所得税・消
費税無料税務相談を以下のとおり行います。
▶ 対象者　小規模納税者（前年分所得金額が 300 万
円以下の事業所得者）、給与所得者、年金受給者など
▶日時　２月 23 日（火・祝）
　　　　 10 時～ 16 時（12 時～ 13 時は除く）
▶会場　アルプラザ小松　１階　レバリーホール
　　　　（小松市園町ハ 23 番１）
▶問い合わせ
北陸税理士会小松支部（☎ 24‐6801 FAX 24‐3141）

会場  市役所本庁舎（１階大会議室）
▶日時　２月 16 日（火）～３月 15 日（月）
　　　　  ※土・日・祝日は除く　９時～ 16 時
※市民税・県民税の申告書作成相談も同時に受
け付けます。

　交通手段がないなどの理由により、本庁舎へ
の来庁が困難な人を対象に、臨時申告受付窓口
を開設しますのでご利用ください。

会場  根上学習センター（１階講堂）
▶日時　２月 24 日（水）・25 日（木）・26 日（金）
　　　 　９時～ 12 時

会場  寺井地区公民館（２階大ホール）
▶日時　３月２日（火）・３日（水）・４日（木）
　　　 　９時～ 12 時

 所得税の確定申告書および
 市民税・県民税申告書の作成相談  税務署での申告相談

税理士による無料確定申告相談会

確定申告書はスマートフォンやインターネットで作成・印刷し、郵送でも提出が可能です。
【郵送先】　〒 923‐8570　小松市日の出町１丁目120番地　小松日の出合同庁舎　小松税務署長　宛
市民税・県民税申告書も郵送で提出が可能です。申告書は、税務課、寺井・根上窓口センターに設置するほか、市ホ
ームページでダウンロードできます。　【郵送先】　〒 923‐1297　能美市来丸町1110番地　市民生活部税務課　宛

国税庁 LINE 公式アカウント
QRコード

くらしに関する情報をお知らせします

税の申告をお忘れなく
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要配慮者の避難支援～日ごろから地域の皆さんで取り組みましょう～

問 /危機管理課（☎ 58‐2201 FAX 58‐2290）

　災害時に、要配慮者の安否確認や避難行動の支援をスムーズに行うには、日ごろから地域の方と要配慮者が関わり
あって支援できる体制を作っておくことが大切です。今回は、要配慮者が安心して避難できるようにするために、知
っておくべきポイントをご紹介します。
要配慮者・・・災害時に自分の力で避難することが困難なため、 周囲の支援を必要とする方のこと

　近所に災害時に支援が必要な方がいらっしゃる場合は、本人の意思やプライバシーに
配慮しつつ、日ごろから関わりあう機会を多く持つようにし、災害時にどのように支援
できるか本人や近所の方と話し合っておきましょう。

　支援の際に注意すべきポイントは一人ひとり異なります。主なポイントは次のとおりです。

　地域で決めた避難のルールにより、想定どおりの避難行動ができるかどうか防災訓練に参加して確認しましょう。支援
する方とされる方が一緒に避難経路や支援方法を確認することで、災害時に慌てず冷静な行動ができるようになります。

日ごろから話し合っておきましょう

支援の際のポイントを確認しておきましょう

防災訓練に一緒に参加しましょう

　「ヘルプカード」とは、障がいのある方などが災害時や日常生活の中で困ったときに

提示することで、周囲に理解や支援を求めることができるカードです。

　「ヘルプマーク」とは、外見からは分からなくても援助や配慮を必要としている方が、

周囲の方に配慮を必要としていることを知らせることで、支援を得やすくなるよう作成

されたマークです。

　これらをお持ちの方の中には、自力での避難が困難な方、困っていることを周囲に伝

えられない方もいらっしゃいますので、見かけた際には声かけや避難支援などのご配慮

をお願いします。

目が不自由な方
・杖を持たない方の手でひじのあたりを
軽くつかんでもらい、半歩前を歩く（杖
や腕を引っ張らない）。
・行き先や方向、段差など目の前の状況
を知らせながら誘導する。

車いすを使う方
・階段では３～４人以上で援助し、上が
るときは前向き、降りるときは後ろ向き
で移動する。
・車いすが使えない場合
は、おぶって避難する。

乳幼児を抱える方・妊婦
・声をかけたり、荷物を持ったりするな
ど身体的・心理的な負担を和らげる。

耳が不自由な方
・筆談や身振り、手のひらに指で字を書
くなどして伝える。
・話すときには、口を大きくはっきり、
ゆっくり動かす。

高齢者・傷病者の方
・緊急時にはおぶって避難する。
・１人での援助が困難な場合は、複数で
担架や毛布などを使って
避難する。

外国人の方
・できるだけ簡単な日本語で伝える。
・言葉が通じない場合は身振り手振りで
避難所へ誘導する。

防災行政無線を用いた
情報伝達訓練を行います
問 /危機管理課（☎ 58‐2201 FAX 58‐2290）

　地震や津波、武力攻撃などの発生時に備え、次のと
おり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時
警報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、
能美市以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓
練が行われます。なお、災害などにより訓練の実施が
困難であると判断された場合は中止となります。詳し
くは「国民保護ポータルサイト」をご覧ください。

▶ 日時　２月 17 日（水）11 時

訓練で行う放送試験
市内の屋外スピーカーとご家庭の戸別受信機か
ら、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
（上りチャイム音）「こちらは、能美市役所です」
「これは、Jアラートのテストです」を３回放送
「こちらは、能美市役所です」（下りチャイム音）

※Ｊアラートとは、地震や津波、武力攻撃
などの緊急情報を、国から人工衛星などを
通じて瞬時にお伝えするシステムです。

問 / 商工課（☎ 58‐2254 FAX 58‐2266）

　中小・小規模事業者向けの補助金に関する相談をは
じめ、市内事業者の皆さまのお困りごとに中小企業診
断士の専門家が対応いたします。何回でも無料で相談
可能ですので、お気軽にご利用ください。
▶ 日程　毎週水曜日
　　　　13 時 30 分～ 17 時（最終受付 16 時 30 分）
▶ 予約　商工課までお電話ください。
※開設期間は３月 31 日（水）までです。
※ご予約の方を優先して対応させていただきます。そ
のため、ご予約のない方には相談をお待ちいただく場
合がございます。

専門家による経営相談窓口
を開設しています

相続登記はお済みですか

　不動産の相続登記を行わず、登記名義を２世代、３
世代と放置しておくと、相続人の数が増え、所有者を
特定することが困難となり、結果的に所有者不明土地
となってしまうケースが多くあります。
　相続登記がお済みでなかったら、不動産の所在地を
管轄する法務局に申請してください。
▶ 「法定相続情報証明制度」で手続き時の戸籍謄本一
式が不要に
　平成 29 年５月からスタートした「法定相続情報証
明制度」は、相続人から提出された必要書類を法務局
が内容を確認して、法定相続人が誰であるのかを法務
局（登記官）が証明する制度です。
　この制度を利用すれば、相続登記はもちろんのこと、
預貯金の払い戻しや相続税の申告等の各種相続手続き
で戸籍謄本一式の提出が不要となり、とても便利です。
　詳しくは法務局へお気軽にお問い合わせください。
▶ 問い合わせ
金沢地方法務局小松支局（☎ 22‐6301 FAX 22‐9211）

情報発信元 /税務課（☎ 58‐2206 FAX 58‐2292）

問 / 寺井消防署（☎ 58‐6321 FAX 58‐6496）

　能美市内各地には、火災の消火作業時に使用する消
火栓が道路や歩道に設置されています。
　積雪時に消火栓が雪で覆われていると、消火作業の
際、支障をきたすおそれがあります。
　消防署職員が除雪作業を実施していますが、自宅前
の除雪をする際は近くの消火栓上の除雪に対してもご
協力お願いします。
▶ 除雪作業時の注意事項
・車や歩行者に十分気をつけて実施してください。
・湿った雪や固まった雪などは大変重くなっています
ので、足や腰を痛めないように無理はしないでくださ
い。

積雪時には消火栓上の除雪
にご協力ください

ヘルプカード ヘルプマーク
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、休日窓口における受け取り
は事前にご予約された方のみ可能です。

※交付場所が寺井・根上窓口センターになっている方で、休日窓口（市
民窓口課）での受け取りを希望される方は、４日前までに市民窓口課へ
ご連絡ください。　　　　

問 /市民窓口課（☎ 58‐2213 FAX 58‐2293）

固定資産税・都市計画税（第４期）、国民健
康保険税（第 11期）、後期高齢者医療保険
料（第 11期）、介護保険料（第 11期）、上下
水道料（12月使用分）

※上下水道料は、残高不足などで振替でき
なかった場合、翌月の 15 日（振替日が休日
の場合は翌営業日）に再振替を行います。

くらしに関する情報をお知らせします
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　マイナンバーカードや住民基本台帳カード（住基カ
ード）をお持ちの方で、確定申告などに電子証明書を
ご利用の場合は、有効期限をご確認ください。
　マイナンバーカードや住基カードの有効期限と電子
証明書の有効期限は異なりますのでご注意ください。
住基カードの有効期限が切れている場合は、マイナン
バーカードの申請をお願いします。
　マイナンバーカードヘルプデスク（市役所本庁舎 
市民窓口課内）で、マイナンバーカードの申請受付を
行っております。対象者や持ち物などについては、市
ホームページまたは広報のみ７月号 18 ページをご確
認ください。

問 /市民窓口課（☎ 58‐2213 FAX 58‐2293）

マイナンバーカードなどの
有効期限をご確認ください

問 /市民窓口課（☎ 58‐2213 FAX 58‐2293）

　令和２年８月から導入している住所変更（転入・転
出・転居）に必要な届出書を、スマートフォンやパ
ソコンを利用して自宅などで作成することができる
CHAT 窓口申請をご利用いただきますと、２月１日（月）
から、さらに、住所変更手続きにかかる時間が短縮し
ます。CHAT 窓口申請でご入力いただいた情報（QR
コード）が住民記録システムと連携するためです。
　感染症の拡大防止にもなりますので、住所変更され
る方はぜひ CHAT 窓口申請をご利用ください。
　ご利用には市ホームページから CHAT 窓口申請へア
クセスください。詳しくは市ホームページをご覧くだ
さい。

住所変更手続きの時間が
さらに短縮【CHAT 窓口申請】

能美市会計年度任用職員募集
問 /美化センター（☎ 51‐2471 FAX 51‐5029）

募集職種 採用予定人数 勤務時間 勤務場所 休日 受験資格・その他

美化センター
作業員
（月給）

１名
８時 45分から 16
時 45 分までの間の
７時間（週 35 時間）

美化センター
持ち込みごみ
受付場所

火曜日の他に週１日
国民の祝日、12 月 31
日～翌年１月３日

能美市またはその周辺に居住す
る通勤可能な人

任用期間：令和３年４月１日～令和４年３月 31 日

▶ 申し込み方法　２月 15 日（月）までに（必着）、市販の履歴書（JIS 規格 A3 版）に必要事項を記入の上、能美市美化
センターへ提出してください。面接日程等は、２月末までに申込者に直接連絡します。
▶ 申し込み・問い合わせ　市民生活部生活環境課美化センター（☎ 51‐2471 FAX 51‐5029）
　　　　　　　　　　　　 〒 923‐1213　能美市坪野町リ１番地１

問 /健康推進課（☎ 58‐2235 FAX 58‐6897）

▶ ヒトパピローマウイルス感染症とは？
　ヒトパピローマウイルス（HPV）の感染がきっかけ
でおこるがんの 1つに子宮頸がんがあります。この
ウイルスは、一度でも性経験のある女性であれば誰で
も感染する可能性があります。感染してもほとんどの
人は自然に消えますが、一部の人でがんになってしま
うことがあります。感染を防ぐことががんにならない
ための手段です。
▶ HPV ワクチンについて
　HPV ワクチンは、子宮頸がんをおこしやすいタイ
プであるHPV16、18 型の感染を防ぐことができます。
そのことにより、子宮頸がんの原因の 50 ～ 70％を防
ぎます。
　HPV ワクチンは、平成 25 年４月１日から定期の予
防接種となっていますが、現在ワクチンの接種を積極
的にはお勧めしていません。接種にあたっては、HPV

ワクチン接種の有効性と接種による副作用のリスクを
十分に理解した上で受けるようにしてください。
　詳細については、厚生労働省ホームページのリーフ
レット（下記QRコード）をご覧ください。

▶ ワクチン接種対象者
小学校６年～高校１年相当の女子
接種をご希望の方は、予診票を発行しますので健康推
進課までご連絡ください。

ヒトパピローマウイルス感染症（HPV）ワクチンのお知らせ
～ウイルス感染でおこる子宮頸がん～

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用にな
れます。口座振替をご利用いただくと、保険料が自動
的に引き落とされるので金融機関へ行く手間が省ける
上、納め忘れもなく、とても便利です。
　また、当月分保険料を当月末に引き落とすことで早
割となり、月々 50 円（年間 600 円）お得になります。
さらに６か月分・１年分・２年分を前納することで割
引額が大きくなります。
　令和３年度分の前納制度の口座振替申込締切日は、
２月 26 日（金）です。ご希望の方は、納付書（または
年金手帳）、預金通帳、金融機関届出印をお持ちの上、
ご希望の金融機関または年金事務所へお申し出くださ
い。保険年金課、寺井・根上窓口センターでの受け付
けも可能です。
※その他、納付書やクレジットカードでの前納にも割
引があります。
▶ 問い合わせ
小松年金事務所（☎ 24‐1791 FAX 22‐3933）

国民年金保険料は
口座振替がお得です

情報発信元 /保険年金課（☎ 58‐2236 FAX 58‐2293）

児童手当
２月定例支給について

  問 / 子育て支援課（☎ 58‐2232 FAX 58‐2293）

　児童手当および特例給付は、毎年度６月、10 月、
２月の原則 10 日に、前月分までの手当を受給者の口
座に振り込みます。通帳記帳によりご確認ください。
（支給月の 10 日が土曜日、日曜日および国民の祝日
の場合は、直前の平日に支給します。）
　６月中に提出が必要な現況届が未提出の方や不足書
類があるため申請が保留になっている方は手当が差し
止めになりますので、お早目にご提出ください。
▶ 手当の月額

年　齢 金　額
０歳から３歳未満 １万 5,000 円

３歳から小学校修了前 １万円
（第３子以降は１万 5,000 円）

中学生 １万円
※受給者の所得が制限額を超える場合は、月額 5,000 円になり
ます。（特例給付）※ 18 歳以下の児童（18 歳到達後最初の３
月 31 日まで）から第１子と数えます。



期 =日時、開催日、期間　 所 =場所　対 =対象　定 =定員　費 =費用、料金 　持 =持ちもの　内 =内容
締 =申し込み締め切り　申 =申し込み　問 =問い合わせ　☎=電話番号　 FAX = ファクス番号　 =Ｅメールアドレス 
講座・催しなどで特に記載のないものは、どなたでも参加（申し込み）可能、料金は無料です。

有
料
広
告
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有
料
広
告

令和３年度「中庄町丸いも娯楽会」の
会員を募集します。いろいろな農業体
験やイベントを予定しています。
活動場所 根上地区の丸いも畑、中庄公民
館 定 50 人 費 １口 3,000 円（丸いも
10 個）＋事務費１人500円
締２月 28日㈰
申 問 中庄町丸いも娯楽会事務局
（☎ 080‐1425‐9005 
watanbo06.22@gmail.com）

※電話は出られないことがあるので、
なるべくメールで
ご連絡ください。

加賀丸いもを
作ってみませんか

有
料
広
告

市内小中学生の保護者を対象に、子ど
もの教育・発達など子育て全般の悩み
や不安に専門スタッフ ( スクールカウ
ンセラー、臨床心理士 ) が相談に応じ
ます。相談は無料です。３月８日㈪ま
でに予約をしてください。先着順に受
け付けます。
期３月 13日㈯９時～12時
所 能美市教育センター（秋常町：旧す
みれ保育園）
申 問能美市教育センター
（☎ 58‐7867 FAX 58‐7866）

子育ての悩み・不安
専門教育相談（要予約）

本科を卒業した者および卒業見込みの
者又は美術陶芸等に関する専門的知識
及び技能が同等以上であると認められ
る者を対象に募集します。
募集人数は 11人です。
受付期限 ２月 12 日㈮
出願方法 出願書類を直接持参または郵送 
試験日 ２月 19 日㈮
合格発表 ２月 24 日㈬ 10 時 
申 問石川県立九谷焼技術研修所
〒 923‐1111 能美市泉台町南２番地
（☎ 57‐3340 FAX 57‐3342）

令和３年度石川県立九谷焼
技術研修所研修生２次募集

担当業務 金沢刑務所において、被収容
者に対する作業教育、職業訓練等の指
導並びに作業の安全衛生および企画等
の業務に従事します。
採用施設 金沢刑務所 採用人数 １名
公募職種 洋裁、金属または機械 
応募資格 日本の国籍を有している方、
国家公務員法第 38 条に該当しない方、
公募職種に関連する職業能力開発促進
法に定める技能士である方、公募職種
に関連する職業訓練指導員免許を所持
している方
申 問金沢刑務所庶務課人事係（☎ 076
‐231‐4291）企画部（FAX 076‐222‐3692）

法務技官
作業専門官の募集について

有
料
広
告

有
料
広
告

新型コロナウイルス感染状況
を考慮し、内容に変更が生じる場
合があります。最新の情報につい
ては、ホームページをご覧いただ
くか、主催者にご確認ください。

※２月の星空教室・星空観察会・
プラネタリウム定時投映の情報
は市ホームページでお知らせし
ます。

現在、４月開校の訓練生を募集してい
ます。提出書類など詳しくはお問い合
わせください。
訓練科名 自動車整備科・溶接科・情報ビ
ジネス科・生産設備製造科・CADオペ
レーション科
応募資格 健康で技能習得意欲があり、
就職意志がある方で、公共職業安定所
長の受講あっせんを受けられる方
受付期限 ３月４日㈭
選考日時 ３月 22 日㈪
選考方法 適性検査、書類選考、面接 
提出書類 各ハローワークにあります。
申各ハローワーク
問石川県立小松産業技術専門校
（☎ 44‐1183 FAX 44‐4267）

２月の替わり湯は『ドクダミ湯』を予
定しています。ぜひご家族やご友人と
お楽しみください。
期２月９日㈫
所里山の湯（露天風呂にて実施）
入浴料 大人 520 円、小人 100 円、３歳
未満無料 
問 温泉交流館 里山の湯（☎ 51‐2183 
FAX 51‐2184）

里山の湯
月替わり湯のお知らせ

石川県立小松産業技術専門校  
前期訓練生募集

このコーナーでは、催しや募集情報など、
市に関わるさまざまな情報を掲載しています。

のみ子育てネットワークでは、ゆるに
こサロンを令和３年２月より再開しま
す。普段の生活の事やご家族同士の情
報交換など一緒に話し学び合いません
か。当日参加も出来ますが、手話通訳や
要約筆記が必要な方は、10日前までに
お申し込み下さい。参加費は無料です。
期毎月第１金曜日 10 時～ 12 時（新型
コロナウイルス感染予防対策の為しば
らくは、午前中のみの開催となります） 
所 粟生コミュニティーセンター
対障がいのあるお子様の家族、お子様
の発達が気になる家族、子育て中で障
がいのある方、胎児に障がいがあると
言われている妊婦
申 問福祉課 （☎ 58‐2230 FAX 58‐2294）

訪問着や振袖など多数取り揃えていま
す。
期２月１日㈪～２月 28日㈰ 10 時～
15 時（７、11、21、23 日はお休み）
ご来場の際にはお電話をいただくとス
ムーズです。
所辰口校下婦人会　貸衣裳室
【営業日】火・水・金・土、第２・４
日曜【営業時間】10時～ 15 時
申 問辰口校下婦人会（☎ FAX 51‐5850）
※営業時間は時期により変更あります
のでご確認ください。

ゆるにこサロン開催2021 年度貸衣裳新春感謝
フェア開催のお知らせ

まだ十分使えるのに使わなくなってご
家庭に眠っているおもちゃはありませ
んか。のみ子育てネットワークでは、
「親子サロン」や「ゆるにこサロン」
などに参加されるお子様が遊べるおも
ちゃを募集しています。
不要なおもちゃをお持ちで無償でゆ
ずっていただける方はご連絡くださ
い。
募集玩具 プラレール、トミカ（壊れてい
ないまだ使えるもの）
問福祉課 （☎ 58‐2230 FAX 58‐2294）

おもちゃを募集します
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令和２年度　春まちぽかぽかプロジェ
クトは「今こそ、みんなで助け合う地
域のふくし～ふじゆうでも　くふうで
しあわせ～」をテーマに、第３次能美
市地域福祉活動計画の推進の報告会と
して行います。ただし、コロナ感染拡
大防止に配慮し、参加者を絞り込んで
行います。
協賛事業としてパネル展示があります。
詳しくは、「能美たすかったわ～大賞」
募集案内をご覧ください。
問社会福祉協議会
（☎ 58‐6200 FAX 58‐6250）

春まちぽかぽかプロジェクト
規模縮小開催について

北陸先端科学技術大学院大学の姜准教
授を講師に迎え、「創業」「事業承継」
をテーマにしたオンラインセミナー＆
交流会を開催します。
ゲスト講師による事例紹介も実施しま
す。事前申込は不要ですので、お気軽
にご参加ください。
対能美市でのビジネスに興味のある方
期３月５日㈮19時～ 21時
費 無料（インターネット通信料金は参
加者負担）
その他 Web 会議システム「Zoom」
を使用します。受講に必要な機材・環
境はご自身でご用意いただく必要がご
ざいます。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。
申 問  商工課（☎ 58‐2254 FAX 58‐2266）

創業×事業承継
オンラインセミナー＆交流会



　　

問 /能美ふるさとミュージアム（☎ 58‐5250 FAX 58‐5251）

　能美市ではアライグマ防除計画を策定し、アライ
グマを地域から排除する取組みを行っています。ア
ライグマの被害に遭われている方は、この機会に講
習を受講いただき、防除従事者としてご協力をお願
いします。

▶日時　２月 16 日（火）19 時～ 21 時
▶場所　寺井地区公民館　大ホール
▶対象　市内で活動される方
※２月９日（火）までに事前予約をお願いします。
▶問い合わせ
生活環境課（☎ 58‐2217 FAX 58‐2292）

　応急手当の方法を身につけたい、受講してみたいけど１人（少人数）
なので申し込みにくいと思っている方などを対象に定期講習会を実施し
ています。講習では、心肺蘇生とＡＥＤの使用方法、止血処置、異物除
去などを学ぶことができます。
　持ち物は特に必要ありません。動きやすい服装でお越しください。

※応急手当定期講習会の開催にあたりマスクの着用などの感染防止対策
をホームページ上に記載してありますのでご覧ください。

▶日時　３月 13 日（土）13 時～ 16 時
▶場所　防災センター
▶定員　15 人（市内在住または在職の人）
▶問い合わせ
　消防本部 警防課（☎ 58‐5119 FAX 58‐6299）

住宅用火災警報器は、煙または、熱を感知
して火災の発生を知らせます。
条例では、寝室に「煙を感知して火災の発
生を知らせるタイプ」の設置を義務付けて
います。
また、寝室が２階にある場合は、階段の上部にも同様のものの設
置を義務付けています。
住宅用火災警報器を設置してある場合と設置していない場合とで
は、火災発生時、死者の数が、約６割に減っています。（総務省
消防庁の資料より）住宅用火災警報器の設置が、火災発生時に有
効であることが分かります。

▶定期的に点検しましょう
住宅用火災警報器から下がっているひも
を引く、またはボタンを押すなどして動
作確認を行います（１か月に１回程度）

▶メンテナンスしましょう
ほこり、小さな虫などは誤作動の原因にもなるので取り除き、
年に一度、家庭用の中性洗剤などに浸し固く絞った布で軽く
ふき取ってください。

出典元
「火災から命を守る」
編集：（一財）日本防火・防災協会
発行：日本消防検定協会

適切な作動のために

問い合わせ
寺井消防署
（☎ 58‐6321 FAX 58‐6496）

時 /時間　場 /場所　問 /問い合わせ

２
月

３
月

15 日 （月）
ふれあいあいさつデー
朝の登校時間に子どもたちへ声かけをお願いします。
問／まなび文化課（☎ 58‐2272 FAX55‐8555）

４ 日 （木）
議会定例会本会議（初日）
時／ 10 時～　場／市役所議場　問／議会事務局（☎ 58‐2240 FAX58‐2295）

/

・回収場所：根上くるくる工房、ふれあいリサイクルセンター、辰口リサイクル
センター
・回収品目：電気や電池で動く小型の家電製品
ストーブ、扇風機、ラジオ、炊飯器、電子レンジ、プリンター、充電アダプタなど
・お持ち込みの際は、分別のため係員に声かけをお願いします。
・発火の恐れがありますので、ストーブは灯油を使い切ってください。また電池や蛍光灯は抜いてください。

問い合わせ　生活環境課（☎ 58‐2217 FAX 58‐2292）
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　能美ふるさとミュージアムには、無料でお楽しみいただけるスペース

がたくさんあります。今回はその中から『学習スペース』をご紹介します。

　エントランスホールの奥には、テーブルと椅子、本棚が配置された学

習スペースがあります。このスペースでは、能美市発行の遺跡の発掘調

査報告書や、生物生息調査報告書、専門書、ガイドブックのほか子ども

むけの絵本など、能美に関わる本を読むことができ、テーマ展示室や「こ

どもミュージアムのみっけ」で知った、能美のことや古墳のことなどを、

より深く学ぶことができます。

　さらに、学習スペースに設けられた大きく高い窓からは、和田山の自

然をゆっくりと眺めていただけます。春は桜、夏は新緑の木々、秋は紅葉や彼岸花、冬は雪や寒椿…と四季折々に変

化する自然を堪能できます。

学習スペースの床は木目調のタイル、テーブルや椅子、本棚は木製で、木のぬくもりが感じられる落ち着いた雰囲気

で、小さなお子様からお年寄りまで、幅広い年齢層の方が、書籍を読んだり、和田山の自然を眺めたりと、思い思いの

楽しみ方ができる市民の憩いの場です。館内には自販機を設置してありますので、能美ふるさとミュージアム学習スペ

ースでゆっくりとくつろぎの時間を過ごしてみてはいかがでしょうか。

INFO  　「こどもミュージアムのみっけ」は０歳の方から利用可能です
のみっけは当初、感染症対策のため対象年齢を３歳から 12 歳（小学校 6年生）までとしていましたが、現在は清掃
を徹底し、０歳の方からご利用いただいています。利用時間、利用人数を制限する場合があります。ご理解とご協力
をお願いします。

NEWS  　
「こどもミュージアムのみっけ」に住むヤマカガシのぬいぐるみ。「へび
っけ」「がっしー」「がんぶっちー」の３つの候補の中から、12 月 13 日、
名前を決める投票が能美ふるさとミュージアムのにぎわいイベント内で
行われ、「へびっけ」くんに決定しました！
「のみっけ」に住んでいるヘビなので、「へびっけ」。皆さま、ぜひ「へび
っけ」くんに会いに来てください。

学習スペースから見る雪化粧した和田山

能美ふるさとミュージアム広報室

【注意】
この講習会ではアライグマの被害に対してのみ、
わなを仕掛けることができるようになります。
ハクビシン、タヌキ、アナグマ等は捕獲できま
せんのでご注意ください。

県内で、だましてキャッシュカード
を盗まれる被害が増加しています。
市役所職員を名乗り
「健康保険料（医療費）の払い戻しが
あります。払い戻しをするので、銀
行の口座を教えて下さい」
と電話があった後、
銀行職員を名乗り
「キャッシュカードが古いので、払
い戻し手続きが出来ません。キャッ
シュカードの交換手続きで、暗証
番号を教えて下さい。これから職員
が自宅にお伺いして、新しいキャッ
シュカードに交換する手続きをし
ます」
と電話があり、その後、自宅を訪ねてきた銀行職員を名乗る者が、
キャッシュカードを封筒に入れ、家人に印鑑を取りに行かせている
間に、別のカードが入った封筒にすり替え、キャッシュカードを盗
み、口座から預貯金を引き出す手口です。注意して下さい。

キャッシュカード詐欺盗にご注意！



節分 鬼は外、福は内

　百老図はめでたい吉祥紋様として、工芸品の意匠として好まれて使われ
てきました。その潮流のもとは「文人趣味」にあります。教養を積んだ文
化人らが理想とした暮らしぶりの範を中国の文人たちに求めたことに始ま
ります。煎茶を好み書画を愛し、静謐な自然環境の中で仙人の悟りを求め
ます。世塵から離れた山林に雅遊する老人らは、仙人の域に達した人たち
であるとともに、哲学的談義である清談や琴棋書画にふける、隠士（山林で理想を追求した人々）
と解釈できるのです。

　この絵皿は、九谷庄三が若い時に小野窯で描いたものと伝えられています。百老とは沢山の
老人という意味で、実際には百人描かれていません。想像を逞しくすれば、もう一枚、絵がわ
りの百老図皿があったのかもしれません。面白いのは、この白磁の大皿には窯キズ（本窯焼成
時に原料の土や釉の関係でついたキズ）があるのですが、それをうまくキズ跡に沿って老人が
持つ杖として描いています。上絵でキズを隠す工夫です。素地を大切にした九谷だからこその
絵付けといえます。

【展　示】
■日本工芸会石川支部陶芸部展（緑の間）～３月14日（日）
■コレクション展Ⅲ 現代名工遺作展（紫の間）～３月14日（日）

問い合わせ　能美市九谷焼美術館｜五彩館｜（☎ 58‐6100 FAX 58‐6086）

九谷焼の作品や催しを紹介！

◆入館料◆　一般 430 円・75 歳以上 320 円・
高校生以下無料（五彩館と浅蔵五十吉記念館の共通券です） 

※入館に際しては、基本的感染対策　（マスクの着用・検温・
手洗い等）にご協力をお願いします。

いしかわ動物園にズームイン！

　今回は、カリフォルニアアシカのオスについ

て紹介しましょう。いしかわ動物園の初代は、

金沢サニーランド時代にアメリカから来園した

「ダン」で、2008 年９月に亡くなるまで当園の

人気動物でした。そして同年 12 月に海遊館（大

阪市）からやって来た二代目「クー」が、現在

もその後を引き継いでいます。ただクーもそろそろ熟年の域に差

しかかっており、最近では体調を崩すことも。そのため、いつか

はやって来るその日を想定して、次代を担うオスの確保を視野に

入れなければならない状況でした。

　朗報は、2018 年８月６日に届きました。メスのアシカ「ショコ

ラ」との間に生まれた４頭目の子どもが、待望のオスだったのです。

ただ、皆さまからの投票で「レオ」と名づけられた三代目候補は、

無類の遊び好き。当園でのアシカの体調管理は、飼育係とのトレー

ニングを通じて行いますが、レオにとっては飼育係の指示など、どこ吹く風のようです。

　２歳になって、最近ではようやくいくつかの指示を理解するようになりました。それでも、三代目への道の

りはまだまだ遠いようです。

「レオ」、３代目への遠い道のり■

文：いしかわ動物園

Zoo

みんなの図書館

うしとざん

高畠 那生 [ 作 ]
小学館

今日はこれからうしに登ります。
前足の短い毛をつかんで、汗だ
くになって登ります。なぜ登る
のかって？そんなこときいちゃ
あいけません。ようやくたどり
着いたうしの背中には、なにが
待っているのでしょうか？

おすすめの絵本

※開館時間、休館日については、ホームページ、
各図書館だよりをご覧ください。

神様には負けられない

山本 幸久 [ 著 ]
新潮社

25 歳で会社をやめ、ゼロから義
肢装具士を目指すさえ子。実習
に、恋に悪戦苦闘する中、「ほん
とのバリアフリー」と未来の自
分が少しずつ見え始め…。再ス
タートを応援するお仕事小説。

おすすめの一般書 おすすめの児童書

▲三代目？「レオ（左）」（2021 年１月撮影）

▲二代目「クー」（2012年５月撮影）▲初代「ダン」（2005 年３月撮影）
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今月のコラム「小野窯　百老図平鉢について」

五彩館からのお知らせ

小
野
窯
百
老
図
平
鉢
江
戸
後
期　

銘
「
小
野
」

唐
人
物
の
持
つ
「
杖
」
に
注
目
（
矢
印
）

手話ページＱＲコード▶

今月の手話
手話表現：能美市議会議長　居村 清二

【鬼】①
両手の人差し指を立てて頭にのせ
る。（角が２本ある様子）

【（建物から）出る】② -１、② - ２
建物の屋根に見立てた左手の下か
ら、指をそろえた右手を前へ出す。

【福・幸せ】③ -１、③ - ２　
あごをつまむようにして、撫でおろ
しながら指を閉じる。

【内】④
左手のてのひらを自分に向け空間を
仕切った内側を、右手人差し指で指
さす。

① -１、① - ２
左手で豆まきの升を持つよう
にし、右手で豆をまくしぐさ
をする。

①【鬼】＋②【出る】＋③【福・幸せ】＋④【内】で、
「鬼は外、福は内」になります。

問 /福祉課（☎ 58‐2230  FAX 58‐2294）

④

①①
－１

②
－１

①
－２

②
－２

③
－１

③
－２

しかくいまち

戸森 しるこ [ 作 ]
理論社

その町には、しかくいひとが住
んでいます。しかくいひとたち
には口がなく、言葉を話さず、
うれしいとか、かなしいとか、
そういう「気持ち」がほとんど
ないのです。ある日、その町に
１人の男の子が流れつき…。
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したいこと、能美市だったら叶うかもしたいこと、能美市だったら叶うかも わがまち自慢  ～人物編～

File36　坪野町

25 24

File35 　中庄町

専用の茶器でお茶を淹れる小菅さん。「台湾茶は世界最高のお茶」と
話します。香り高く、渋みがないので飲みやすいです。

建設中の多目的スペース。ここから屋根や壁を
仕上げていく予定です。今年春の完成を目指し
ているそうです。

坪
野
町
で
、
茶
藝
館
茶
楽
を
営
ん
で

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
4
月
で
３

周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
と
台
湾
茶
と
の

出
会
い
は
20
年
前
ま
で
遡
り
ま
す
。
当

時
仕
事
で
台
湾
に
住
ん
で
い
た
の
で
す

が
、
接
待
が
続
き
、
お
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
て
体
調
を
崩
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
ん
な
時
に
台
湾
人
の
同
僚
に
お

茶
を
勧
め
ら
れ
、
毎
日
飲
ん
で
い
た
ら

体
調
が
良
く
な

た
の
で
す
。
そ
の
時

か
ら
自
分
も
い
つ
か
台
湾
茶
の
店
を
し

た
い
な
と
思

て
い
ま
し
た
。

出
店
す
る
と
き
に
は
、
全
国
で
よ
さ

そ
う
な
古
民
家
を
探
し
ま
し
た
。
能
美

市
は
、
海
、
山
、
平
地
に
恵
ま
れ
、
山

菜
取
り
や
雪
景
色
な
ど
、
春
夏
秋
冬
の

楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
小
松

空
港
が
近
く
て
台
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

良
く
、
本
当
に
魅
力
的
で
し
た
。
こ
の

坪
野
町
の
古
民
家
は
、
内
覧
し
た
そ
の

日
に
購
入
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
町
は
大
き
な
ポ
テ
ン
シ

ル
を

秘
め
た
パ
ワ

ス
ポ

ト
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。高
齢
化
が
進
み
、使
わ
な
く
な

た
田
ん
ぼ
や
畑
を
、市
内
外
の
若
い

人
が
借
り
て
耕
作
し
て
い
ま
す
。お
い

し
い
水
で
作

た
農
薬
不
使
用
の
米
や

野
菜
は
本
当
に
お
い
し
い
で
す
。

私
も
昨
年
は
畑
だ
け
で
な
く
、
一
反

田
ん
ぼ
を
借
り
て
、
初
め
て
米
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作

た

お
米
は
ど
ん
な
ブ
ラ
ン
ド
米
よ
り
お
い

し
く
感
じ
ま
し
た
。

私
に
は
、
坪
野
町
で
自
給
自
足
の
生

活
を
送
る
コ
ミ

ニ
テ
「
坪
野
フ

レ

ス
ト
」
を
作
る
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
い
ま
は
坪
野
で
採
れ
た

野
菜
な
ど
も
売
る
多
目
的
ス
ペ

ス
を

建
設
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
や
大
雪
の
影
響

で
、
お
客
様
が
来
な
い
日
は
ず

と
そ

の
作
業
で
す
。
悪
い
こ
と
も
、
い
い
こ

と
に
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
、
私
た
ち
が
感
じ
て
い
る

坪
野
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
で
き
た
ら

い
い
と
思

て
い
ま
す
。

茶藝館 茶楽

小菅康雄 さん

中庄町丸いも娯楽会による加賀丸いもの種芋植え付けの様子。
会員の年齢層は広く、子どもも楽しみながら参加しています。
（2019 年撮影）

南 修二さん（右）

本忠儀さん（左）

加賀丸いもの苗に、より多くの日光が
あたるようにする大切な作業である
「つるまき」の仕方を園児に教える南さ
ん（左）と本さん（右）（2019 年撮影）

南
さ
ん
　

私
た
ち
は
加
賀
丸
い
も
の
栽

培
と
普
及
を
目
指
す
中
庄
町
丸
い
も
娯

楽
会
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
娯
楽

会
は
丸
い
も
の
生
産
者
で
あ
る
本
さ
ん

と
中
庄
町
の
有
志
に
よ

て
平
成
25
年

２
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

本
さ
ん
　

私
は
昔
か
ら
農
業
を
し
て
い

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
丸
い
も
を

作
り
始
め
た
の
は
定
年
後
か
ら
で
す
。

近
所
の
丸
い
も
農
家
の
人
か
ら
引
き
継

い
で
、
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
作
り
始

め
て
12
年
に
な
り
ま
す
。

南
さ
ん
　

加
賀
丸
い
も
は
１
０
０
年
以

上
前
か
ら
、
中
庄
町
を
含
め
た
栽
培
に

適
し
た
土
壌
が
あ
る
一
部
の
地
域
の
み

で
作
ら
れ
る
貴
重
な
芋
で
す
。
先
人
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
の
伝
統
あ
る

野
菜
を
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
、
加
賀

丸
い
も
の
お
い
し
さ
を
皆
さ
ん
に
知

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
娯
楽

会
は
で
き
ま
し
た
。

本
さ
ん
　

始
め
は
町
の
中
で
活
動
し
て

い
ま
し
た
が
、徐
々
に
裾
野
が
広
が
り
、

近
年
は
町
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
む
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
種
芋
の
植
え
付
け
や
収

穫
祭
な
ど
、
栽
培
や
行
事
を
通
し
て
交

流
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
力

を
お
借
り
し
て
丸
い
も
の
料
理
教
室
を

開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

南
さ
ん
　

地
元
の
保
育
園
児
を
対
象
と

し
た
丸
い
も
の
栽
培
体
験
も
毎
年
行

て
い
ま
す
。
地
域
に
こ
う
い
う
特
産
物

が
あ
る
と
子
ど
も
た
ち
に
知

て
も
ら

い
、
大
き
く
な

た
と
き
に
丸
い
も
や

体
験
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

昨
年
は
残
念
な
が
ら
人
が
集
ま
る
よ

う
な
行
事
を
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
も
丸
い
も
の
オ

ナ

は
募

集
し
て
い
ま
す
。（
※
）
作

た
こ
と
が
な

い
方
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
さ
ん　

北
陸
新
幹
線
の
全
線
開
業
が

あ
る
の
で
、
丸
い
も
は
今
後
関
西
圏
で

売
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

も
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

中庄町丸いも娯楽会

※本紙 19 ページに関連情報を掲載しています。



27 26

２月の子育てカレンダー
　市内各施設で、未就園児とその保護者を対象に施設で催しや相談会を
行っています。お気軽にご参加ください。

子育て支援センター催し

行事名 対象・備考 場所 実施日 時間
親子のつどい
“にこにこ” 未就園児親子

子育て支援センター
問／子育て支援センター
（☎ 58‐8200 FAX 58‐8500）

８・22 日（月） 10：00 ～ 11：00

赤ちゃんひろば 未就園児親子（１歳まで）
12 日（金）
24 日（水）

13：30 ～ 14：30
10：00 ～ 11：00

わくわくひろば
『節分の集い』

能美市在住の未就園児親子（１歳から）
★要予約

３日（水） 10：00 ～ 11：00

のびのびキッズ ０歳～３歳
寺井中央児童館 ５・19・26日（金）

10：30 ～ 11：30根上中央児童館 19・26日（金）
辰口中央児童館 ５・19日（金）

親子サロン
妊娠中のママ～未就園児とそのご家族
問／社会福祉協議会
（☎ 58‐6200  FAX 58‐6250）

岩内コミュニティセンター ２・９・16 日（火）

9：30 ～ 12：00西二口町公民館
（コミュニティセンター） ３・10・17・24日（水）

粟生町コミュニティセンター ４・18・25日（木）

まるにこ親子のひろば 12歳未満で障がいのあるお子さんと保護者
（市内在住者）

粟生町コミュニティセンター
問／福祉課
（☎ 58‐2230 FAX 58‐2294）

27 日（土） 10：00 ～ 12：00

すくすく相談 持ち物／母子健康手帳
※１日はカウンセラーの相談あり（要予約）

健康福祉センター
｢サンテ｣
問／健康推進課
（☎ 58‐2235 FAX 58-6897）　　

１・22 日（月）
受付時間

10：00 ～ 10：30

おっぱいの相談日 妊婦～産後３か月頃の産婦
持ち物／母子健康手帳、タオル２～３枚

９日（火）
受付時間

10：00 ～ 11：00

24日（水）
受付時間

13：00 ～ 14：00

マタニティクラス
①妊娠中のからだ
②赤ちゃんとママのための食生活

妊婦 
持ち物／母子健康手帳
※開催日の５日前までに申し込みください。予約
人数が少ない場合は中止することがあります。
②は調理実習・試食はせず、講義のみとなります。

①25日（木） 18：30 ～ 20：30

② 19日（金）　 10：00 ～ 11：30

場所、申し込み先、問い合わせ先　子育て支援センター（☎ 58‐8200 FAX 58‐8500）

育児講座『母親の役割・父親の役割』
母親の役割と父親の役割の大切さを一度考えてみませんか。

日時：３月11日（木） 10：00 ～ 11：30
対象：小学生以下のお子さんをもつご家族
※『多賀先生の 子育てセミナー ラリーカード』をお持ちの方はご持参ください。

講師：多賀クリニック小児科医　多賀 千之 氏
定員：15 名
託児：10 名（能美市にお住まいの未就園のお子さん）
託児申込受付：２月 25 日（木）から３月 10 日（水）まで

わくわくひろば『ひなまつりの集い』
みんなで楽しく、桃の節句をお祝いしましょう。

日時：３月３日（水） 10：00 ～ 11：00
対象：１歳以上の未就園のお子さんと保護者（能美市にお住
まいの方）
定員：20 組（要予約）
申込受付：２月 22 日（月）９：00 ～

わくわくひろば『０歳からのおんがくかい』
素敵な音楽を聴いて癒しのひとときを持ちましょう。

日時：３月１日（月） 10：00 ～ 11：00
対象：未就園のお子さんと保護者（能美市にお住まいの方）
講師：音楽宅配便「わ・おん」
定員：20 組（要予約）
申込受付：２月 15 日（月）９：00 ～

行事名・対象 場所・備考 実施日 時間

日本語教室
対象／市内に在住・在勤の
外国人

根上学習センター ６・13・20・27 日（土） 10：00 ～ 11：30
岩内コミュニティセンター　託児利用料 500 円／回 ２・９・16 日（火） 10：00 ～ 11：30
JAIST 学生寄宿舎 ２・９・16 日（火） 15：10 ～ 16：40
寺井地区公民館 ３・10・17・24 日（水） 19：30 ～ 21：00

国際交流サロン
テーマ／『世界のバレンタイン』

寺井地区公民館
参加費／ 100 円（当日集金）
※未就学児はご遠慮ください。　※要事前申込

14 日（日）　　 14：00 ～ 15：30

世界のともだちサロン
能美市国際交流協会事務所（寺井地区公民館 1 階）
★外国人と日本人が楽しく交流できるサロンです。
申し込みは不要で、どなたでも自由に参加できます。

毎週水曜日 10：00 ～ 11：30

行事名・対象 予約・問い合わせ 場所 実施日 時間
弁護士無料法律相談
（１回 30分で４組まで）

社会福祉協議会
くらしサポートセンターのみ
（☎ 58‐6603 FAX 58‐6250）　　

ふれあいプラザ
９日（火）・15 日（月）・
22 日（月）

13：30 ～ 15：30

行政書士無料相談会 18日（木） 13：30 ～ 15：30

心配ごと相談
社会福祉協議会
くらしサポートセンターのみ
（☎ 58‐6603 FAX 58‐6250）

ふれあいプラザ
辰口福祉会館
根上窓口センター

５日（金）
15 日（月）
25 日（木）

13：30 ～ 15：30

こころの相談
（精神科医　　　　）

健康推進課
（☎ 58‐2235 FAX 58‐6897） 健康福祉センター「サンテ」 10 日（水） 9：30 ～ 11：30

高齢者のこころの相談
（精神科医　　　　）

お住まいの地区のあんしん相談センター
根上あんしん相談センター（☎ 68‐0643 FAX 68‐0547）
寺井あんしん相談センター（☎ 58‐6117 FAX 58‐6733）
辰口あんしん相談センター（☎ 51‐7771 FAX 51‐7783）
【予約受付】月～金曜日　８：30 ～ 17：15（祝日・年末年始を除く）

３日（水） ９：30 ～ 11：30

消費者生活相談 消費生活センター（市役所本庁舎）（☎ 58‐2248 FAX 58‐2293） 毎週（月）～（金） 10：00 ～ 17：00

相談

国際交流

ご寄附

統計資料

問／国際交流協会（☎ 57‐3751  FAX 57‐3761）

要予約

要予約

要予約

要予約

山本 静香 様（東京都）

東出 聡裕 様（愛知県）

片野 芳昭 様（神奈川県）

成瀬 理美 様（東京都）

宇浪 淳二 様（茨城県）

Nabheebucus Adam 様

（千葉県）

志田 怜那 様（埼玉県）

南部 優介 様（金沢市）

佐々木 健太 様（埼玉県）

村上 陽子 様（東京都）

富澤 美智子 様（東京都）

山本 直子 様（大阪府）

竹林 紀貴 様（愛知県）

久田 裕基 様（東京都）

内藤 弘道 様（神奈川県）

三輪 泰史 様（東京都）

中島 嘉瑞 様（千葉県）

黒野 浩太郎 様（東京都）

難波 陽一 様（東京都）

本田 晴菜 様（東京都）

前田 祐輝 様（埼玉県）

佐々木 麻也 様（福島県）

井上 玄 様（東京都）

北 信也 様（白山市）

中野 雄敬 様（東京都）

伏間 真弓 様（愛知県）

西田 陽介 様（岡山県）

佐藤 恒郎 様（神奈川県）

山崎 勉 様（東京都）

沖田 貴史 様（東京都）

片山 真祐子 様（大阪府）

岡本 浩平 様（千葉県）

香野 智子 様（兵庫県）

山根 光量 様（兵庫県）

安田 恭子 様（群馬県）

山副 竜朗 様（小松市）

CHEN IHSUAN 様（東京都）

松本 健一 様（青森県）

上田 浩之 様（東京都）

稲富 礼子 様（福岡県）

小林 靖史 様（東京都）

高橋 伸夫 様（愛知県）

益田 かずえ 様（小松市）、西原物産株式会社 様（野々市市）、松崎 茂文 様（福岡町）、

小松能美地域ライフ・サポートセンター 様（小松市）、連合石川かが地域協議会 様（小松市）、山田 義明 様（泉台町）

新型コロナウイルス感染状況を考慮し、内容に変更が生じる場合があります。
最新の情報については、ホームページをご覧いただくか、主催者にご確認ください。

参加される方は、基本的感染対策（マスクの着用・検温・体調確認など）を講じた上でご参加いただき
ますよう、ご理解、ご協力をお願いします。お知らせ

●人口　　49 , 905 人
男　24,827 人　　女   25,078 人

●世帯数　　19 , 3 12 世帯

人口と世帯数

市内の犯罪・交通事故など発生状況

2021 年１月１日現在

（前月比＋27）

（前月比＋24）

データ提供　能美警察署・能美市消防本部

令和２年12月 令和２年 累計 累計の 前年比
住宅等の侵入盗 ０件 12件 －９件
非侵入盗 ４件 65件 －５件
交通人身事故 ４件 49件 － 10 件
交通事故死者 ０人 １人 －１人
交通事故負傷者 ４人 60人 －６人
火災発生 ２件 ９件 －２件
救急出動 148 件 1579 件 － 188 件

ご厚志ありがとうございます

（12月１日～12月23日受付分、寄附受付日順）

27 26

ふるさと納税（12 月受付分、公表希望者のみ掲載） 　　　　　　　　　　　【ふるさと納税累計】４～ 12 月分　1,362 件　42,918,000 円

『ふたごちゃん・みつごちゃんの会』
多胎児を育てている保護者の交流の場です。

日時：２月17日（水）　10：00～ 11：00
対象：多胎児と保護者（能美市にお住まいの方）
持ち物：お茶

【お詫びと訂正】
広報のみ令和３年１月号の
27ページの「ふるさと納税」
の記事に誤りがありました。
正しくは次のとおりです。

戸田 利治 様（神奈川県）
髙橋 範行 様（和歌山県）
お詫び申し上げ訂正いたし
ます。
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　ＮＨＫ - ＢＳプレミアムで放送予定の、「にっぽん縦断 こころ旅（2021
春の旅）」は、俳優の火野正平さんが、３月 29 日、長崎県をスタートし、
熊本、佐賀、福岡から、北陸の福井に飛び、石川、富山、新潟、山形、秋
田と日本海側を北上し夏の北海道を目指します。
　番組では、みなさんからのお手紙で旅のルートを決定するため、市（町・
村）内の「忘れられない場所、風景」にまつわる手紙を募集しています。

ＮＨＫふれあいセンター（☎ 0570‐066‐066 または ☎ 050‐3786‐5000）

住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思い出の場所、
風景にまつわるエピソード

番組ホームページ　http://nhk.jp/kokorotabi
FAX　03‐3465‐1327
郵送　〒 150‐8001　ＮＨＫ「こころ旅」係

写真提供NHK

市ホームページ・バナー広告イメージ 「のみバス」車内額面広告イメージ

　広告の空き状況などの確認がありますので、申し込み前に下記
へお問い合わせください。確認後、申し込みのご案内をします。
申し込みの際には、掲載申込書と広告の原稿が必要になります。

市長戦略室（☎ 58‐2204 FAX 58‐2291）

　能美市有料広告（「のみバス」車内額面、ホームページバナー、広報紙）を募集します。
　市ホームページ・トップページの下段にある「広告」バナーをクリックすると、広告の種類や要綱など詳
しい情報が表示されますので、ご確認ください。

広告欄 広告欄


